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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第４学年　　総合的な学習の時間

	２　ねらい
	・地域の環境問題に目を向け、課題を解決していこうとすることで、課題解決力を身に付け、自分たちが住む地域への愛着をもち、地域の一員として環境を守る活動を進んで行おうとする態度を身に付ける。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	· ・「自然」について知っている児童は多いが、「環境」について
·  知っている児童はわずかである。今、この４年生の段階で、
·  身近な環境問題に触れさせ、考えさせていくことは、大切な
·  ことである。
・本単元は、社会科、国語科、理科などと総合的、横断的な取組を展開し、子どもなりの課題を見付け、体験活動や調べ学習などを通して、キャリア教育の課題対応能力の育成を図っていく取組である。


	主な学習活動
	時数

	・ガイダンスを聞こう
	１

	・環境課のゴミ分別授業に参加しよう
	１

	「環境問題を調べる計画を立てよう」

(1) 個人の学習テーマを追究するた
　 めに情報収集の計画を立てる。

(2) キャリア教育としての目標
「課題対応能力」

＜情報収集＞
	２

	・計画に従って調べよう
	３

	・調べたことをまとめて発表しよう
	２

	・環境体験講座に参加しよう
	３

	・体験したことをまとめて発表会をしよ
う
	５










「環境問題」を調べる計画を立てよう
１　学年、教科・領域　　　小学校第４学年　　総合的な学習の時間
２　本時の目標
（１）環境問題についての個人の学習テーマを追究するために情報収集の計画を立てる。

（２）「課題対応能力」＜情報収集＞
３　準備

　○　ワークシート「環境問題についての調査計画書」
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　環境問題についての自分の学習テーマを確認する。


	○これから調べていく課題が、自分にとって気掛かりな点であったり、明らかにしたい疑問から生まれたものであったりすることを意識させる。　

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　調べる方法について話し合う。
・本や新聞を読んで調べるよ。
・ＤＶＤやビデオで調べてみようかな。

・パソコンのインターネットで調べよう。
・施設を訪ねて働いている人たちにインタビューしたいな。
４　調べる計画を立てる。


	○今までの教科学習や総合的な学習の時間を想起させ、情報収集にはどのような方法があるのか考えさせる。

○それぞれの方法の長所・短所があることを押さえておく。

○施設見学やインタビューは、同じ場所へ出掛ける他のクラスの児童とも一緒に行くため、調整が必要であることを伝える。

◎どんな情報収集の手段が自分の課題追究にふさわしいか考えさせる。

☆自分の課題追究に合った方法で情報収集をする計画を立てることができたか、計画書の内容から判断する。

	５　教師の話を聞く。
	○次回から、計画に従って実際に情報収集することを伝え、家庭でも資料収集など必要に応じて準備するよう指示する。
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「環境問題について考えよう」





単元名
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＜道徳＞


３-(2)


自然の素晴らしさや不思議さに感動し、自然や動植物を大切にする





＜日常活動＞


可燃物とプラスチックの分別








＜夏休み


自由研究＞








＜社会科＞


ごみの処理と活用





＜理科実験＞


力を加えた時の空気と水の性質調べ








＜国語科＞


調べたことを知らせよう





環境について家庭での取組


（家庭との連携）





学習発表会での全校児童へ向けた発表





「環境問題」について調べる計画を立てよう








